












要約:不慮の事故による小児の死亡は減少する傾向にあるが、新生児期をのぞけば死亡原

因の第一位が事故死であることに変わりはなく、疾病による死亡の減少もあって小児の死

亡においては事故死の占める割合は増加の傾向にある。わが国においては死亡事故の原因

として溺水と窒息が多いことが特徴的であるが、小児の溺水事故の約半数は家庭内の浴槽

で発生しており、その実態の把握と予防対策が急がれなければならない。わが国の小児溺

水事故、特に浴槽での事故を解析してその予防対策を検討する。


